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①　日本には、950万人の糖尿病患者がいると言われ、糖尿病予備群も
含めると、2050万人にのぼると推計され、当院でも、糖尿病を持って入
院してくる患者が少ない。
今回、循環器系の病棟で薬剤師が行った糖尿病療養指導について発表す
ることで、他の病棟でも今後の業務に活かせていけると考える。
研究実施に係る情報を取扱う際は、研究独自の番号を付して匿名化し、
研究対象者の秘密保護に十分に配慮する。あわせて研究独自の番号と研
究対象者の個人情報との対応表を作成して保管する。研究の結果を公表
する際は、氏名、生年月日などの直ちに研究対象者を特定できる情報を
含まないよう十分注意する。また、研究の目的以外に、研究で得られた
研究対象者の情報を使用しない。

②　患者基本情報：年齢、性別、診断名、身長、体重、使用薬剤
　　血液検査結果（HbA1c、血糖値、血清クレアチニン、血清脂質値）
　　服薬指導内容

③　2023年7月～2023年8月

④　研究責任者　宮前玲子

⑤　武蔵野赤十字病院　院長　泉並木

循環器系病棟で行う、薬剤師の糖尿病療養指導について

武蔵野赤十字病院

所属　　薬剤部　　　　氏名　宮前　玲子　　　　　 

（西暦）　　2023年　7月　～　（西暦）　　2023年　8月

担当する、循環器・心臓血管外科の病棟には、心疾患（心筋梗塞・心不
全・不整脈等）の治療、心臓の手術（動脈瘤・弁膜症・バイパス術等）
を目的の患者が入院してくるが、その中には、糖尿病を合併していた
り、未治療や治療中断の糖尿病患者が少なくない。循環器系病棟で、薬
剤師が行っている業務・糖尿病療養指導について「第11回 日本くすり
と糖尿病学会学術集会」で発表を予定する。

平均在院日数が10日を切る当院で、病棟担当薬剤師の業務として、入院
中の薬の管理・服薬状況の確認等を行い、主目的の治療を行いながら、
糖尿病の療養指導を並行して行うのは容易ではない。これまでに、薬剤
師が行った服薬指導・糖尿病療養指導について、カルテ・服薬指導記録
を元に,2名の症例も提示して、紹介する。


